
(57)【要約】

【課題】ＰＤＡ（携帯情報端末）と携帯電話機の一体型

装置で、電話機能を利用中にもＰＤＡ本体が使用できる

ようなモデルの提案。

【解決手段】ＰＤＡの入力ペンを＂ペンフォン＂に進化

させる。ペンフォンとは、ペン型電話機のことではな

く、ＰＤＡから独立した＂イヤフォン部＂と＂マイク

部＂を有する（ＰＤＡ用）入力ペンのことである。この

イヤフォン部とマイク部は、電話機能だけではなく、Ｐ

ＤＡへの音声入力装置や、ＰＤＡからオーディオ情報を

聴く装置としても使用できる。
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【特許請求の範囲】

【請求項１】ＰＤＡの入力ペンにイヤフォン部とマイク

部とスタートボタンを付加した装置としての＂ペンフォ

ン＂。ここで、イヤフォン部とマイク部は分離可能にな

っている。

【請求項２】従来の家庭用電話機のモデルを

１、小型化（＝ＰＤＡ程度の大きさ）

２、携帯化（＝従来の電話機本体のワイヤレス化）

３、ボタンレス化（＝番号ボタンがない）

４、送受話器部分を分離化（送話器＋受話器）

した新モデルとしてのペンフォンＰＤＡ。ここで、ＰＤ

Ａが電話機本体に対応し、ペンフォンが送受話器に対応

したメタファーモデルである。

【請求項３】電話機能の利用中にも、ＰＤＡ本体（の液

晶表示部）が使用できるという機能の新しい実現方式。

つまり、ペンフォンのイヤフォン部を耳に装着し、ペン

フォンのペン先でＰＤＡ本体に入力しつつ、口元にきた

ペンフォンのマイク部に音声を入力する。

【請求項４】ペンフォンはＰＤＡ本体のオーディオ情報

も聴ける機能を有した装置になっている。

【請求項５】ペンフォンはＰＤＡ本体への音声入力用装

置としても使用できる。

【請求項６】装置としてのペンフォンの１実施例＂タイ

プ１ペンフォン＂の基本デザイン思想。（胴回りの大き

さ、キャップの形態、スタートボタンの位置）

【請求項７】装置としてのペンフォンの１実施例＂タイ

プ２ペンフォン＂の基本デザイン思想。（胴回りの大き

さ、キャップの形態、スタートボタンの位置）

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明が属する技術分野】本発明は、携帯電話機とＰＤ

Ａ（携帯情報端末）を融合した装置に関する。

【０００２】

【従来の技術】従来、携帯パソコンやＰＤＡでインター

ネットやＥ－メールを利用する際には、携帯電話機と接

続して使用するのが普通であった。

【０００３】しかしながら、例えば、ＰＤＡと携帯電話

機を２機種、常に携帯するのは、かなり煩わしいものが

あった。

【０００４】この煩わしさを解消するための一手段とし

て、（携帯電話機単体でインターネットやＥ－メールを

利用できるように、）携帯電話機に比較的大きな液晶デ

ィスプレイを装備した、いわゆる＂スマートフォン＂が

市場に登場しつつある。

【０００５】けれども、スマートフォンでは、装備され

た液晶画面の大きさに制限があるため、インターネット

の利用に関し、不便が生じる。

【０００６】この不便さを解消するために、（スマート

フォンの上位機種にあたるような、）ＰＤＡに電話機能

が付加された装置も市場に登場している。以後、便宜

上、このような装置を、＂通信機能付きＰＤＡ＂と呼ぼ

う。

【０００７】ところで、従来の、スマートフォンや通信

機能付きＰＤＡに共通した特徴として、「電話機能を使

用する際には、その装置自体を耳と口の周辺に持ってく

る」という使用特性（ａ）がある。

【０００８】その結果、電話機能の使用中には、

「液晶画面が見えない」＋「液晶画面が使用できない」

という不便さが生じた。

【０００９】しかも、使用特性（ａ）のせいで、装置の

大きさ、即ち、液晶画面の大きさに、おのずから限界が

生じた。（片手でつかめる大きさに制限される。）

【００１０】

【発明が解決しようとする課題】本発明は、以上のよう

な不便さを解消するための１モデルを提案することにあ

る。

【００１１】すなわち、ＰＤＡと電話機能の融合形態

で、しかも、電話中にもディスプレイ画面が使用できる

ような装置を提案する。

【００１２】しかも、このＰＤＡには、原理上、大きさ

の制限がない。つまり、液晶画面の大きさは（、持ち運

びに支障がない限り、）自由に設定できる。

【００１３】

【課題を解決するための手段】課題を解決するために、

我々はＰＤＡの入力ペンに着目した。すなわち、我々の

発明はペン入力タイプＰＤＡの進化形である。

【００１４】我々の提案するモデルは、キーボード入力

を利用した装置（、例えば、携帯パソコン）には応用で

きない。というよりも、むしろ、意識的に、キーボード

入力用の装置には応用できないモデルを発明した。つま

り、ペン入力の優位性を確保するのも、本発明の目的の

一つである。

【００１５】基本的アイデアは、入力ペンに音声入出力

機能を付与するというシンプルなものである。（以後、

便宜上、この装置部分を、＂ペンフォン＂と呼ぼう。）

しかし、この付与の仕方、すなわち、音声入出力装置と

しての新規性・進歩性に特色がある。

【００１６】従来も、ペン型の小型携帯電話機は存在し

た。しかし、我々の発明は、ペン型の小型携帯電話機と

は基本的に異なる。

【００１７】すなわち、ペンフォンは携帯電話機ではな

い。言い換えると、ペンフォンだけでは、電話機として

利用できない。電話機能、より一般的に言えば、通信機

能は、あくまでも、＂ＰＤＡ＋ペンフォン＂のセットと

して作用する。つまり、ペンフォンは、ＰＤＡ本体の

＂分離型音声入出力装置＂である。

【００１８】

【発明の実施の形態】工学的に言えば、＂ＰＤＡ＋ペン

フォン＂は従来の家庭用電話機のモデルを

１、小型化（＝ＰＤＡ程度の大きさ）
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２、携帯化（＝従来の電話機本体のワイヤレス化）

３、ボタンレス化（＝番号ボタンがない）

４、送受話器部分を分離化（送話器＋受話器）

した新モデルになっている。ここで、ＰＤＡが電話機本

体に対応し、ペンフォンが送受話器に対応したメタファ

ーモデルである。（このような＂進化型ＰＤＡ＂を＂ペ

ンフォンＰＤＡ＂と名付けよう。）

【００１９】ペンフォンを＂独立したペン型携帯電話機

（の一種）＂にしないのには、それなりの理由がある。

その理由の第一として、「ペンフォン自体は出来るだけ

（握りの）細いものが望ましい」という点がある。

【００２０】なぜ、胴回りの細い方が望ましいのか？そ

れは、細い方が、以下のような長所を有するからであ

る。

【００２１】この長所には、２つの特色がある。第一の

特色は「ペンフォンがＰＤＡ本体の側面に装着できる」

という点である。つまり、ＰＤＡ本体とペンフォンを別

々の装置として、分離して携帯する必要がない。但し、

分離して携帯しようと思えば、それも可能になる。

【００２２】ＰＤＡ本体が分厚い装置ならば、ペンフォ

ンの胴回りが、ある程度の大きさでも、装着できるかも

しれない。しかし、今からの時代に、分厚いＰＤＡを持

ち運ぶユーザはいないであろう。つまり、薄型のＰＤＡ

の側面に装着できるという条件をクリヤしなければなら

ないのだ。

【００２３】第二の特色は「握りが小さいと、ペン先の

細かい使用が楽になる」というインターフェイス絡みの

点である。

【００２４】この二つの長所を確保するために、従来の

ＰＤＡ用入力ペンと同程度の、もしくは、それよりも少

しだけ大きい（握りの）細さを確保したいというのが我

々の第一目的であった。（感性工学的にみて、せいぜ

い、＂鉛筆程度＂が限度であろう。）つまり、ペンフォ

ン自体が大きくなって、ペン型携帯電話機程度の大きさ

になれば、ペンフォンの長所がなくなるのだ。

【００２５】次に、ペンフォンと従来の入力ペンとの

＂形態上の相違＂について述べておこう。我々は、ペン

フォンの形態として、（鉛筆ではなく）＂キャップ付き

ボールペン＂のアナロジーを採用する。すなわち、ペン

フォンは、キャップ付きの入力ペンになっている。

【００２６】このキャップ部分が、ペンフォン本体から

取り外しのきく受話器になる。（ここでも、ペンフォン

の胴回りの細さが必要になる。）

【００２７】そして、キャッブを外した、ペンフォン上

部が、通常の入力ペンのように、尖った形状になってい

る。

【００２８】また、キャップと反対側のペンフォン下部

に、送話機能が装備されている。

【００２９】最後に、ペンフォンを＂ＰＤＡと独立した

ペン型電話機能＂ではなく、＂ＰＤＡと一体化した送受

話器＂にした第二の理由をあげよう。この理由は、装置

の利点として、積極的なものになる。

【００３０】まず、ペンフォンの受話器部は、電話機能

のみならず、ＰＤＡで利用可能な、一般的なオーディオ

情報（例えば、インターネットから取り込んだ音楽番

組）を聴〈ためにも使用するように設計する。このよう

な、総合的な利用形態を考慮して、以後、この受話器部

を、より一般的に、＂イヤフォン＂と呼ぼう。

【００３１】同様に、ペンフォンの送話器部は、電話機

能だけではなく、ＰＤＡ本体への音声入力用のマイクと

しても利用できる。このような、総合的な利用形態を考

慮して、以後、この送話器部を、より一般的に、＂マイ

ク＂と呼ぼう。

【００３２】

【使用法】このペンフォンＰＤＡの電話機能は、従来の

電話機の使用感を踏襲したものとなる。つまり、受信の

合図により、ペンフォンをＰＤＡ本体から外し、そのキ

ャップ部分を耳の周辺に、その反対側を口の周辺に（必

要ならば、ペンフォンを、適宜、伸ばして）持ってきて

使用する。

【００３３】ペンフォンをＰＤＡに対するペン入力装置

として使用したい時には、

１、キャップ部分を外す

２、それをペンフォン下部に差し込む

３、ペンフォン上部の尖った側で、ＰＤＡ本体を操作す

る

という動作を行う。ＰＤＡに通信機能が付与されている

ため、例えば、Ｅ－メールなどは、この状態で使用す

る。

【００３４】電話機能の使用中にＰＤＡ本体を使いたい

場合には、もしくは、逆に、ＰＤＡ本体使用中に電話機

能を使いたい場合には、

１、キャップを外す

２、それを、耳に差し込む

３、ペンフォン上部の尖った側で、ＰＤＡ本体を操作す

る

この状態では、必然的に、ペンフォン下部は上を向き、

顔の前まで来ている。よって、

４、ペンフォン下部のマイクに音声を入力する

という動作を行う。

【００３５】このような動作が可能となるためには、ペ

ンフォンのキャップが耳に装着できるような構造になっ

ていなければならない。

【００３６】そのためには、

１、キャップ部分は適当な長さ（２～３ｃｍ前後）にす

る。（下部に挿した時に抜けない程度で、且つ、耳に挿

入した時に邪魔にならない程度。）

２、（通常のキャップには、クリップがある。それと類

比的に、）キャップの上部に、耳に挿入する部分（＝イ

ヤフォン部分）がある。
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３、この部分は、携帯型ヘッドフォンステレオのイヤフ

ォン部分のようになっている。すなわち、耳にすっぽり

挿入できる作りになる。

という条件を満たしていなければならない。

【００３７】

【実施例】実施例について図面を参照して説明すると、

図１はペンフォンをＰＤＡ本体に装着した状態を表す。

装着の仕方には、色々なモデルがあろうが、ここでは、

ペンフォンがペンフォンボックス３にすっぽりと納まっ

ているモデルを採用した。（ペンフォンをＰＤＡ本体か

ら取り外しやすいように、取り出しスペース４がボック

スにつけられている。）この結果、ＰＤＡの蓋１を閉め

た状態では、ペンフォンは外部から完全に保護される。

（２は蓋の留め金である。）

【００３８】図１のペンフォンはＰＤＡ本体と配線で繋

がっている＂タイプ１＂である。図１では、配線はペン

フォン下部に隠れて見えない。しかし、このモデルで

は、配線を外部へ出す＂配線溝５＂がＰＤＡ本体に刻ま

れている。この結果、ＰＤＡの蓋を閉めた状態でも、ペ

ンフォンは使用できる。

【００３９】この配線で重要なのは、＂ＰＤＡ格納中に

邪魔にならない＂という点であり、ワイヤの大きさは

（その時点の技術で）出来るだけ細くする。また、この

配線は、ペンフォンをＰＤＡ本体に装着中は、（ボタン

６を押すことで、自動的に、）巻き取るように設計す

る。また、ペンフォン使用中は、ＰＤＡ本体から＂好み

の長さ（最長１ｍ程度）＂に伸ばせるように設計する。

（掃除機のコードの使用感）

【００４０】図２は、（電話機能を使うため）ペンフォ

ンをＰＤＡ本体から取り外した状態を表す。この状態で

は、ペンフォンのキャップ７はペン先をカバーしてい

る。このキャップの上部、クリップにあたる部分がイヤ

フォン８になっている。また、ペンフォンの下端がマイ

ク９になっている。

【００４１】このタイプでは、ＰＤＡとペンフォンを繋

ぐ配線が２つあるが、ペンフォンの中央部を持つことに

より、（通常の電話機のように、配線１つの場合と比較

しても）通話中に支障はない。

【００４２】しかも、（従来の携帯電話機とは違って）

ペンフォン自体の長さが調整できるため、マイク部を口

元まで持ってくることも可能になる。

【００４３】図３は、キャップを外して、ペンフォンの

ペン先１０を出した状態を表す。外したキャップは、ペ

ンフォンの下部に差し込んでいる。このような使用状態

でのペンフォンは、ＰＤＡ装着時と比較して、（適切な

長さに）引き伸ばされている。

【００４４】図４は、ＰＤＡを使用しつつ、電話機能を

利用する状況を表す。ペンフォンのキャップのイヤフォ

ン部は耳に挿入される。また、ペンフォン下部のマイク

部は、自然に上を向いて、通話可能な状況になる。

【００４５】この実施例のモデルの場合、（ＰＤＡ本体

を使用する・使用しないにかかわらず、）着信後の通話

は、マイク部の傍にあるスタートボタン１１を押すこと

で始まる。（一度押せば、あとの会話中は押す必要はな

い。そして、会話終了後に、もう一度押してスイッチを

切る。）

【００４６】つまり、（通常の家庭用電話機のよう

に、）ペンフォンをＰＤＡ本体から外しただけでは、通

話可能状態にはならない。逆に言えば、ペンフォンはＰ

ＤＡ本体に装着してない状態でも保持できる。（但し、

ワイヤで繋がっている。）

【００４７】電話の送信は、スタートボタンを押した

後、ペンフォンへの音声入力（相手の番号や名前）で始

める。もしくは、ＰＤＡ本体の住所録を表示し、相手の

名前をペンフォンで押す。

【００４８】図５は、タイプ２の＂ワイヤフリーペンフ

ォン＂である。近い将来には、この進化したタイプのペ

ンフォンが実現可能になろう。（技術的問題はイヤフォ

ン部とマイク部の大きさだけである。）このタイプのペ

ンフォンの使用感もタイプ１のペンフォンと同様にな

る。

【００４９】このタイプの場合、イヤフォン部の（地面

への）落下防止のため、キャップ部とＰＤＡ本体を＂細

いビニール糸（釣り糸状）＂１２で接続してもよかろ

う。

【００５０】この糸は、本体に装着中は、（ボタンを押

すことで、自動的に、）本体部に巻き取られる。また、

使用中は、ＰＤＡ本体から好みの長さ（最長１ｍ程度）

に伸ばせる。

【００５１】

【発明の効果】本発明は、以上説明したように構成され

ているので、以下に記載されるような効果を奏する。

【００５２】携帯電話機とＰＤＡが一体化している。つ

まり、独立した２つの装置を別々に携帯する煩わしさが

解消される。（これにより、カバンの中で、それぞれ

を、別々に探す必要がなくなる。）

【００５３】電話機能を使用中にも、ＰＤＡ本体（の液

晶表示部）が使用できる。

【００５４】ＰＤＡには、原理上、大きさの制限がな

い。つまり、液晶画面の大きさは（、持ち運びに支障が

ない限り、）自由に設定できる。

【００５５】ペンフォンのマイク部は、ＰＤＡ本体へ

の、音声入力装置として使用できる。

【００５６】ペンフォンのイヤフォン部は、ＰＤＡのオ

ーディオ情報を聴く機能も有する。

【００５７】ペンフォンＰＤＡをカバンではなく、ポケ

ットに入れて携帯する場合を想定せよ。このような場

合、１、ＰＤＡ本体とペンフォンを別々のポケットに入

れることが可能。２、ペンフォンだけを取り出せる。

【図面の簡単な説明】
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(5) 特開２００１－１２５７４２
7 8

【図１】ＰＤＡに装着されたタイプ１のペンフォン。

【図２】タイプ１のペンフォンをＰＤＡ本体から出した

状態。

【図３】タイプ１のペンフォンを入力ペンとして使用中

の状態。

【図４】タイプ１のペンフォンで電話中にＰＤＡ本体を

使う場合。

【図５】タイプ２のペンフォンをＰＤＡ本体から出した

状態。

【符号の説明】

１　ＰＤＡの蓋

２　蓋の留め金

３　ペンフォンボックス

４　ペンフォンの取り出し用スペース

５　配線溝

６　配線巻取りボタン

７　ペンフォンのキャップ

８　ペンフォンのイヤフォン部

９　ペンフォンのマイク部

１０　ペンフォンのペン先

１１　ペンフォンの（通話開始）ボタン

１２　タイプ２ペンフォンのキャップ部とＰＤＡ本体を

繋ぐビニール糸

【図２】

【図３】
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(6) 特開２００１－１２５７４２

【図１】
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【図４】

【図５】


